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午前１０時００分 開議

○議長（舩見亮悦君） 定足数に達しており

ますので、４日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 議案第１号から

日程第９ 議案第９号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１ 議案第１

号から日程第９ 議案第９号までの計９件を

一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 議案第１号平成２

５年度三沢市一般会計予算について、反対の

立場で討論いたします。

昨年１２月に行われた総選挙によって、政

権交代が起こり、安倍政権が誕生しました。

アベノミクスに象徴される日本経済の再生を

目指す３本の矢で強い経済をつくるとしてい

ます。

しかしながら、その中身は、無制限の金融

緩和と、復興と老朽化したインフラ整備を口

実にした大型公共事業の推進、さらなる規制

緩和を推し進めての大企業応援にほかなりま

せん。

地方の経済には、一時的な公共事業の恩恵

はあっても、借金がふえることになり、長中

期的に見れば、明るい展望は望めないと思い

ます。

一方で、世界的に見れば、情報化とグロー

バル化が急速に進んでおり、このまま手をこ

まねいていては、地方は衰退していくばかり

です。

このような厳しい社会情勢の中で、どのよ

うにして三沢市を発展させていくのか、三沢

市民の生活を守っていくのか、真剣に取り組

まなければなりません。

そのような観点から予算の中身を見ると、

危機管理が欠落しているように感じていま

す。

三沢市は基地があり、その交付金や補助金

に頼り過ぎ、民間も行政もぬるま湯につかっ

たままです。

基地との共存共栄といっても、本当に栄え

ていると言えるのでしょうか。商店街は

シャッター通りのまま、人口は増加していま

せん。基地従業員も６００名の雇用にとど

まっています。基地内の仕事は、地元事業者

がなかなかとれない状況になっています。外

人ハウスも空き家が目立ってきています。

国の借金がふえ続けている中で、いつまで

潤沢な交付金や補助金が期待できるのでしょ

うか。

また、企業誘致といっても、最近では、全

国的に縮小・撤退が目立っています。飛行場

があるから航空機産業の誘致を目指すとして

いましたが、それも頓挫しています。

また、今後、多くの公共施設の維持管理費

や老朽化に伴う建てかえ等の経費が、市の財

政に重くのしかかってきます。

さいたま市では、公共施設の維持管理費、

老朽化するインフラ整備にかかる費用を試算

し、公共施設の削減に踏み切るとしていま

す。

三沢市は、削減するといえば、行財政改革

と銘打って、住民サービス低下を引き起こし

ています。

長寿祝い金は、他市にはまねできない三沢

市独自の事業です。地域商品券として、５,

０００円から１万円に戻し、地元経済の活性

化につなげるべきです。

また、多重債務や生活保護の相談をする人

が後を絶ちません。低所得者の若い世代に対
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する住宅費の補助や、満額でも６万６,００

０円しかもらえない国民年金のみで暮らす高

齢者の方々への支援が必要です。病院に行く

のも控えています。

被災した方々への支援も必要です。そのた

めの財源確保に知恵を絞らなければなりませ

ん。

まずは、さいたま市のように、今ある公共

施設の見直しに着手すべきだと思います。そ

して、借金をつくる事業主義にとらわれるこ

となく、三沢市地域固有の価値を発展させ、

自力で歳入をふやすことに知恵を働かせるこ

とが、生き残りのために重要だと思います。

公務員は全体の奉仕者のはずです。乳幼児

から高齢者、そして障害者を含む全ての三沢

市民のために、血の通った行政運営に努める

べきだと思います。

以上で、私の討論を終わります。

○議長（舩見亮悦君） 次に、８番太田博之

議員。

○８番（太田博之君） 私は、議案第１号平

成２５年度三沢市一般会計予算について、賛

成の立場で討論をいたします。

現下の我が国経済は、政権交代後、デフレ

脱却による景気好転のための政策を実施して

きており、その効果の兆しが見えつつあると

はいえ、依然として厳しい状況にあります。

当市におきましても、市税等の自主財源や

地方交付税を含む依存財源においても、大幅

な増加を見込むことはできず、厳しい財政環

境に置かれていることは誰もが認識している

ところでありますが、このような中、三沢市

は来年度から、まちづくりの最も基本となる

計画である三沢市総合振興計画後期基本計画

をスタートさせ、社会状況とともに大きく変

化を続ける行政へのニーズに対応するため、

特に、行政を経営する視点から、効率的かつ

実効性のある推進を行うこととしておりま

す。

そして、この計画の実現には、当然のこと

ながら予算の裏づけが必須でありますが、特

に、初年度である平成２５年度三沢市一般会

計予算は、計画の成功に向けた強い意気込み

を示さなければなりません。

三沢市は、これまで市民福祉向上のため、

国の補助制度等を効果的に活用して、各種施

設を整備する一方、ソフト事業の推進にも取

り組み、住民サービスの向上を図ってまいり

ました。

また、市政発展に必要な事業や住民サービ

スに直結する重要な事業予算を確保しつつ、

持続可能な財政運営を維持するため、さまざ

まな行政改革が行われてきましたが、これは

行政のスリム化や効率化を目的とするもので

あり、削減ありきではなく、むしろ、住民

サービスの向上を目指すための有効な施策で

あると思うのであります。

加えて、今回の新年度予算は、前年度に比

較して約１０億円の規模縮小となっておりま

すが、その中において、住民サービス関連の

事業が大半を占める民生費が、前年度に比較

して約１億円の増となっており、予算割合で

は、全体の約３割を占めているのでありま

す。これは、各種福祉サービスや生活保護、

また、保育所運営や子育て支援等、住民の福

祉向上に重点を置いた予算編成の結果であり

ます。

衛生費においては、前年度と比較し約５,

０００万円の増額となっており、子ども医療

費給付事業等を持続して実施するほか、市民

の健康促進事業等にも所要の予算が計上され

ております。

また、教育費においても、児童・生徒が安

心して学業に取り組めるような教育環境の整

備に力を注ぐ予算編成となっているなど、限

られた財源の中で、市民本位を強く意識して

取り組んだ様子がうかがわれ、三沢市総合振

興計画後期基本計画の遂行についても、必要

な予算が適切に計上されているものと考える

ものであります。

以上のことから、私は、ぜひこの予算が、

その効果を最大限に発揮することを期待しつ

つ、平成２５年度三沢市一般会計予算につい

て賛成するものであります。



― 86 ―

以上で、私の賛成討論を終わります。

○議長（舩見亮悦君） 以上で、討論を打ち

切ります。

これより、採決します。

議案第１号を除く、議案第２号から議案第

９号までの８議案は、委員長報告のとおり決

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第２号平成２５年度三沢市国

民健康保険特別会計予算、可決、議案第３号

平成２５年度三沢市食肉処理センター特別会

計予算、可決、議案第４号平成２５年度三沢

市農業集落排水事業特別会計予算、可決、議

案第５号平成２５年度三沢市下水道事業特別

会計予算、可決、議案第６号平成２５年度三

沢市介護保険特別会計予算、可決、議案第７

号平成２５年度三沢市後期高齢者医療特別会

計予算、可決、議案第８号平成２５年度三沢

市水道事業会計予算、可決、議案第９号平成

２５年度三沢市立三沢病院事業会計予算、可

決とそれぞれ決しました。

次に、議案第１号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（舩見亮悦君） 起立多数です。

よって、議案第１号平成２５年度三沢市一

般会計予算については、可決と決しました。

─────────────────

◎日程第１０ 議案第１０号から

日程第１７ 議案第１７号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１０ 議案第

１０号から日程第１７ 議案第１７号までの

計８件を一括議題とします。

補正予算審査特別委員会の審査報告書は、

お手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第１０号から議案第１７号までの８議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第１０号専決処分の承認を求

めることについて（平成２４年度三沢市一般

会計補正予算（第５号））、承認、議案第１

１号平成２４年度三沢市一般会計補正予算

（第６号）、可決、議案第１２号平成２４年

度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）、可決、議案第１３号平成２４年度三

沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第

３号）、可決、議案第１４号平成２４年度三

沢市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）、可決、議案第１５号平成２４年度三

沢市下水道事業特別会計補正予算（第３

号）、可決、議案第１６号平成２４年度三沢

市介護保険特別会計補正予算（第３号）、可

決、議案第１７号平成２４年度三沢市後期高

齢者医療特別会計補正予算（第２号）、可決

とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１８ 議案第１８号から

日程第２９ 議案第２９号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１８ 議案第

１８号から日程第２９ 議案第２９号までの

計１２件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま
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せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第１８号から議案第２９号までの１２

議案は、委員長報告のとおり決することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第１８号三沢市新型インフル

エンザ等対策本部条例の制定について、可

決、議案第１９号三沢市子ども・子育て会議

条例の制定について、可決、議案第２０号三

沢市特別職の職員の給料等に関する条例及び

三沢市教育委員会教育長の給与、勤務時間等

に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決、議案第２１号三沢市立児童館

設置条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決、議案第２２号三沢市ひとり親家庭

等医療費給付条例の一部を改正する条例の制

定について、可決、議案第２３号三沢市寺山

修司記念館条例の一部を改正する条例の制定

について、可決、議案第２４号三沢市都市公

園条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決、議案第２５号三沢市農業集落排水

処理施設条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決、議案第２６号三沢市水道事業

の設置等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について、可決、議案第２７号上十三

地域４消防本部消防通信指令事務協議会の設

置について、可決、議案第２８号青森県新産

業都市建設事業団に委託すべき事業に関する

計画の一部変更について、可決、議案第２９

号市道の路線の認定について、可決とそれぞ

れ決しました。

─────────────────

◎日程第３０ 請願第１号

○議長（舩見亮悦君） 日程第３０ 請願第

１号米軍及び防衛省発注の基地関連工事等に

おける地元業者の受注拡大に関する意見書の

提出を求める請願を議題とします。

基地対策特別委員会の請願審査報告書は、

お手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

請願第１号は、委員長報告のとおり、採択

と決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、請願第１号米軍及び防衛省発注の

基地関連工事等における地元業者の受注拡大

に関する意見書の提出を求める請願は、採択

と決しました。

─────────────────

◎日程第３１ 議員提出議案第３号

○議長（舩見亮悦君） 日程第３１ 議員提

出議案第３号米軍及び防衛省発注の基地関連

工事等における地元業者の受注機会の拡大に

関する意見書案の提出についてを議題としま

す。

提案理由の説明を願います。

１６番山本弥一議員の登壇を願います。

○１６番（山本弥一君） 議員提出議案第３

号米軍及び防衛省発注の基地関連工事等にお

ける地元業者の発注機会の拡大に関する意見

書案の提出について、その提案理由を御説明

申し上げます。

御承知のとおり、我が三沢市には、米軍及

び自衛隊が使用する三沢基地が所在しており

ますが、近年、米軍及び防衛省が発注する基

地関連工事等は、その発注要件の厳しさ等か

ら、地元業者が参入しにくい現状となってお

ります。

よって、地域振興を支援するという観点か

らも、国において、地元業者の発注機会が拡
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大するような対策を講じていただくよう求め

るために、意見書の提出を提案するものであ

ります。

なお、詳細については、議案書に記載のと

おりでございます。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

をいたします。（発言する者あり）

受注機会、そう申し上げたつもりなのだけ

れども、発注と言いましたか、受注機会、こ

こを訂正させていただきます。よろしくお願

いします。

○議長（舩見亮悦君） 次に、お手元に配付

しております意見書案を局長に朗読させま

す。

○議会事務局長（中村健一君）

意見書第１号

米軍及び防衛省発注の基地関連工事

等における地元業者の受注機会の拡

大に関する意見書（案）

三沢市には、米軍及び航空自衛隊が使用

する三沢基地が所在しており、ここから発

生する航空機騒音等は、市民生活に大きな

苦痛を与えている。

しかしながら三沢市は、国防の重要性を

認識し、三沢基地の安定的運用に理解を示

し、基地との共存共栄を掲げ、米軍・自衛

隊と良好な関係を築き上げてきた。

加えてこの相互関係には、これまで基地

の存在が、三沢市に経済的効果をもたらし

てきたという歴史があることも、要因の一

つとして挙げられる。

今後も、このような良好関係が継続され

ることが望ましい姿と考えるが、近年、米

軍や防衛省から発注される基地関連工事等

を地元業者が思うように受注できないこと

などから、以前と比較し経済面での効果が

薄れてきているのではないかとの声も聞か

れる。

その受注できない要因には、企業努力が

不足しているとの見方もあるが、最も大き

な要因の一つに、高額な履行保証証券（履

行ボンド）の存在があり、このため、大手

企業に比べ資金力の弱い地元の建設業者、

保険会社では対応が困難で、基地内工事に

おける高額の契約は、大手ゼネコンの寡占

状態となっている。

更には、以前は認められていた共同企業

体としての入札参加資格が、現在は認めら

れていないことなども、地元企業の受注機

会を奪う要因となっている。

よって、国におかれては、このような事

情等をご賢察いただき、次の事項を実現さ

れるよう強く要望する。

記

１ 防衛省発注工事の履行ボンド付保割合

を、工事額の１０％にしていただきた

い。

２ 防衛省発注工事への共同企業体による

入札参加については、以前、旧防衛施設

庁において認められていたものと同様に

取り扱っていただきたい。

３ 米軍直接発注工事については、以前は

工事案件ごとに個別発注されていたが、

現在は工事をまとめて発注する一括発注

（契約）方式が主流となっており、この

ことが履行ボンドの高額化を招き、地元

業者の受注機会を失する大きな要因と

なっているため、工事を分離分割して発

注していただけるよう、働きかけていた

だきたい。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づ

き意見書を提出する。

平成２５年３月１４日

青森県三沢市議会

以上です。

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、

委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり
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ませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第３号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議員提出議案第３号米軍及び防衛

省発注の基地関連工事等における地元業者の

受注機会の拡大に関する意見書案の提出につ

いては、原案のとおり決しました。

─────────────────

◎日程第３２ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（舩見亮悦君） 次に、日程第３２

基地対策特別委員会中間報告を議題としま

す。

１６番。

○１６番（山本弥一君） それでは、本委員

会において審査中の事件について、会議規則

第４５条第２項の規定に基づき、中間報告を

いたします。

本委員会は、去る２月６日、会議を開催

し、三沢基地周辺対策要望の進捗状況につい

て確認いたしました。

なお、今年度の要望項目は、防衛省所管で

は、三沢飛行場第二滑走路の早期着工につい

てをはじめ８項目を、また、総務省所管で

は、国有提供施設等所在市町村助成交付金及

び施設等所在市町村調整交付金の改善につい

てをそれぞれ要望してまいりました。

そして、先般の会議では、それぞれの項目

が現在どのような状況にあるかを確認したわ

けですが、結果としては、９条交付金に関し

ては、前年度と比較し１４０万円程度の増額

となったこと、集団移転跡地の有効利用につ

いては、東北防衛局において市民農園等の基

本計画を策定中であること、(仮称)三沢市国

際交流スポーツセンターの建設については、

来年度の実施設計事業に対する補助が予定さ

れていることなど、徐々にではありますが、

要望が進展したものであり、これらは活動の

結果があらわれたものと、喜ばしく思うとこ

ろでございます。

しかしながら、その他の多くの項目におい

ては、現在のところ具体的な進捗は見られ

ず、本委員会といたしましても残念に思うと

ころでありますが、この結果を真摯に受けと

め、今後におきましては、活動方法の検討や

要望内容の精査を行い、できる限り早く、こ

れらの要望が実現するよう努めてまいりたい

と考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第３３ 新エネルギー導入促

進特別委員会中間報

告

○議長（舩見亮悦君） 日程第３３ 新エネ

ルギー導入促進特別委員会中間報告を議題と

します。

１４番。

○１４番（小比類巻雅彦君） 本委員会にお

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

本委員会は、昨年１２月開催した会議にお
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いて、新エネルギー導入に関する各種事業の

計画の現状について、執行部から説明を受け

ましたが、その中でも、メガソーラー設置事

業に関心が集まったところであります。

そこで、２月２１日に会議を開き、このメ

ガソーラー設置事業計画が、現在どのような

状況にあるのか、また、今後どのような動き

を想定しているのかについて、執行部から説

明を受けました。

説明では、事業効率あるいは実施にかかわ

る諸条件の面を鑑みれば、数点ある候補の中

から、平畑地区の移転跡地に２０メガワット

規模の施設を設置する案が最も事業効果が高

いと考えているとのことでありましたが、加

えて、この事業の実現には、移転跡地を国か

ら借り上げることの了承を得なければならな

いことなど、越えなければならない課題があ

ることも説明がありました。

この事業は、早期に実現すれば本市にとっ

て大きな効果が期待できるものと考えます

が、その時期を誤れば大きな損失を与えかね

ない事業でもあり、そのためにも、精度の高

い収支見通しの検証を行う必要があろうと思

います。

私ども委員会は、その活動項目の一つとし

て、本市が事業を進めるに当たって、国等へ

要望する必要があれば、執行部と協調し、活

動することを全会一致で決定しておりますの

で、市がこの事業を推進することになれば、

事業実施の障害となっている課題の解決に向

けて全力で取り組む所存であります。

今回の会議では、メガソーラー設置事業を

メーンに協議してまいりましたが、新エネル

ギーの導入に関しては、ほかにもさまざまな

方策が検討されているようでございます。

本委員会といたしましても、本市の地域の

特性を生かし、新エネルギーの利点を最大限

に活用した事業展開について、今後も検証し

てまいりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、新エネルギー導入促進特別委

員会の中間報告といたします。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、新エネルギー導入促進特別委員会

については、引き続き閉会中の継続審査とし

ます。

─────────────────

◎日程第３４ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第３４ 総務文

教常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

５番。

○５番（瀬崎雅弘君） 去る２月２７日に開

催いたしました総務文教常任委員会所管事務

調査の内容について御報告申し上げます。

今回の会議では、教育委員会の所管であり

ます三沢市立小中学校の通学区域、いわゆる

学区についてと、教職員用パソコンの導入に

伴う運用体制についての２件を調査いたしま

した。

まず、１件目の三沢市立小中学校の学区に

ついては、地域の過疎化や少子化が懸念され

る今日の状況に鑑み、調査したところであり

ますが、執行部からは、学区は規則により児

童・生徒の住所によって指定されているが、

相応な理由がある場合は、学区の指定変更が

できること。また、それに伴っての各学校の

児童・生徒数などの現状について説明を受け

ました。

委員からは、児童数の減少が懸念される三

川目小学校の存続について質問がなされ、こ

れに対し、執行部からは、今後の学校運営に
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ついて、学校、ＰＴＡ、地域が協議し、共通

理解を図ることが重要であり、そのために、

学校のさまざまなデータや話し合う機会の提

供などについて積極的に支援していく考えが

示されました。

次に、２件目、教職員用パソコンの導入に

伴う運用体制についてでありますが、執行部

の説明では、国の指針で積極的なパソコン

ネット環境の整備が示された中、教職員の私

物パソコン持ち込みによるウイルス感染、個

人情報流出等、危険性の高い環境であったこ

と等を踏まえ、今回の導入整備がなされ、昨

年１１月末には、市内全小中学校で、１教職

員に１台が供与済みとのことであります。

今後は、教育委員会とプロバイダーによる

二重のネット監視体制等により、情報の適正

な管理運営を行うとのことでありましたが、

委員からは、昨今の巧妙なネット犯罪等の現

状を踏まえ、セキュリティーやシステム管理

の重要性から、管理体制について詳細の再確

認等がなされました。

今回は、教育委員会の所管に関する事項に

調査してまいりましたが、地域を取り巻く教

育環境は日々変化し、それに伴う新たな課

題・問題も発生しております。

将来を担う子供たちが学びやすい環境をつ

くることが、我々大人に課せられた使命であ

ります。

執行部には、子供や教育を最優先に学習環

境の整備に努めていただくことを期待すると

ともに、本委員会としても、今後とも必要に

応じ、意見、提言してまいりたいと考えてお

ります。

以上、総務文教常任委員会の所管事務調査

報告といたします。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

○議長（舩見亮悦君） 以上で、本定例会に

付議された事件は全て議了いたしました。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（舩見亮悦君） ここで、特に市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２５年三沢市議

会第１回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言御挨拶申し上げます。

今定例会は、去る３月４日開会され、本日

まで１１日間にわたり、平成２５年度三沢市

一般会計予算及び各特別会計等の予算をはじ

め、行政運営上必要な条例の制定等、２９の

案件について慎重なる御審議を賜り、それぞ

れ原案のどおり御議決賜りました。まことに

感謝にたえないところであります。

御議決賜りました議案の執行に当たりまし

ては、御審議の過程におきまして、議員各位

から賜りました御意見、御提言等を十分に尊

重し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注

してまいりますので、何とぞ一層の御支援、

御協力をお願い申し上げまして、甚だ簡単で

ありますが、閉会に当たっての御挨拶とさせ

ていただきます。

大変ありがとうございました。

─────────────────

○議長（舩見亮悦君） これをもって、平成

２５年三沢市議会第１回定例会を閉会しま

す。

午前１０時４４分 閉会
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